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人口の動き　1月末現在（前月比）

総人口� 21,785人（－36）
世帯数� 7,905世帯
男性� 10,397人（－15）
女性� 11,388人（－21）
出生� 10人
死亡� 42人
転入� 20人
転出� 24人

1月の交通事故　（前年比）

事故� 38件（－3）
死者� 0人（±0）
負傷者� 2人（±0）

2月の納税

（固定資産税（4期））
納期限� 2月28日
口座振替� 2月27日

勝山市では、広報かつやまのほかに、ホームページやSNS
などで最新情報を発信しています。ぜひご活用ください。公式ＳＮＳなどで情報発信

勝山市のホーム
ページです

イベント、行政
情報を発信

最新情報は
こちらで確認

友だち登録は
こちらから

市内のステキな
写真を紹介
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今 月 の 表 紙

『広報かつやま』では表紙や記事に登場するモデルを

募集しています。応募方法や条件は、こちらをご覧

ください。

『地元のミャンマーとは違う日本の生活のなかで 
新しい自分を発見したいと思います』

ニ
H N I N

ン  ウ
W A I

ェイ  ウ
W A I

ェイ ト
T U N

ゥン さん（26歳）

Cover m
odel　勝山市は、明治時代から上質な羽二重の産地として栄え、現在

においても国内外の様々な分野で活用されている世界トップクラ
スの優れた技術を持つ企業が数多く存在しています。しかしなが
ら、このことは一般的にあまり知られてはいません。
　今月の特集では、勝山市の基幹産業のひとつである繊維産業の
歴史をひもときながら、繊維産業に携わる市内企業の経営者の皆
さんが語った製品や技術開発にかける思いについて紹介します。

繊 維 の ま ち 、 
新 時 代 へ

特 集
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川
の
流
れ
に
た
と
え
ら
れ
る

繊
維
の
生
産
プ
ロ
セ
ス

　

繊
維
産
業
は
、
製
造
・
流
通
段
階

で
分
業
体
制
に
な
っ
て
お
り
、
繊
維

会
社
で
も
取
り
組
む
事
業
は
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
。

「原料糸の生産」

・天然繊維の製造

・合成繊維の製造

・原料の輸出

「繊維産地」

・糸の加工

・生地の製造（織物・編物）

・精錬・染色

・縫製

「アパレル･流通･卸売」
商社 百貨店 問屋

織物製造業 編物製造業

染色加工業 縫製業

川 下
川 中

川 上

紡績業 製糸業

(参考：はたやブックレット11　近代福井の羽二重精練)
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製
糸
業
・
た
ば
こ
産
業
か
ら
織
物
業
へ

　
江
戸
時
代
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
明
治
時
代

の
初
め
に
か
け
て
、
勝
山
の
代
表
的
な
産

業
は
生
糸
を
つ
く
る
製
糸
業
や
た
ば
こ
製

造
業
で
し
た
。
こ
の
製
糸
業
が
勝
山
の
繊

維
産
地
と
し
て
の
始
ま
り
で
す
。
と
こ
ろ

が
、
大
火
や
政
府
の
政
策
（
た
ば
こ
の
専

売
制
）
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
産
業
が
成
り

立
た
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
困
難
な
時
に
着
目
し
た
の
が
、
輸
出

用
の
絹
織
物「
羽
二
重
」で
し
た
。

　
羽
二
重
は
そ
の
当
時
、
海
外
で
売
れ
筋

の
織
物
で
あ
っ
た
た
め
、
盛
ん
に
輸
出
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
福
井
県
で
も
、
そ
の
製

織
技
術
が
福
井
市
を
中
心
に
嶺
北
地
方
一

帯
に
広
が
り
、
日
本
最
大
の
羽
二
重
産
地

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
勝
山
の
製
糸
業
・

た
ば
こ
製
造
業
者
は
、
こ
の
羽
二
重
を
織

る
織
物
業
へ
の
転
換
を
は
か
っ
て
い
っ
た

の
で
す
。

　
さ
ら
に
、
勝
山
の
織
物
業
界
は
、
明
治

時
代
の
終
わ
り
か
ら
大
正
時
代
の
初
め

に
、
当
時
の
新
し
い
技
術
（
安
価
で
均
質

な
羽
二
重
を
織
る
こ
と
が
で
き
る
機
械
式

の
動
力
織
機
な
ど
）を
い
ち
早
く
導
入
し
、

県
内
有
数
の
産
地
と
し
て
発
展
し
て
い
き

ま
す
。

　
そ
の
後
も
、
戦
争
や
不
況
と
い
っ
た
困

難
に
見
舞
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
度
に
、
人

絹（
レ
ー
ヨ
ン
）や
化
学
繊
維
な
ど
の
新
し

い
繊
維
に
転
換
を
は
か
り
な
が
ら
発
展
を

続
け
て
い
き
ま
し
た
。

勝
山
を
支
え
た
繊
維
業

　

繊
維
業
で
発
展
す
る
勝
山
の
町
に
は
、

大
規
模
な
機
業
場
や
そ
こ
で
働
く
人
た
ち

の
寄
宿
舎
が
立
ち
並
び
、
女
学
校
も
創
設

さ
れ
ま
し
た
。
繊
維
業
は
、
経
済
、
教
育
、

文
化
な
ど
様
々
な
面
で
勝
山
に
影
響
を
与

え
、
支
え
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
の
勝
山
市
に
は
、
明
治
の
絹
織
物

か
ら
始
ま
っ
た
勝
山
の
伝
統
や
技
術
を

継
承
・
発
展
、
そ
し
て
新
た
に
創
造
す
る

繊
維
会
社
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　
繊
維
会
社
と
い
っ
て
も
、
繊
維
業
は
分

業
体
制
を
と
っ
て
い
る
た
め
（
下
記
図
参

照
）、
勝
山
市
内
に
も
、
糸
を
加
工
す
る

撚
糸
会
社
や
生
地
を
製
造
す
る
織
物
会

社
、
生
地
を
縫
い
合
わ
せ
て
衣
料
な
ど
を

製
造
す
る
縫
製
会
社
な
ど
の
ほ
か
、
非
衣

料
分
野
で
活
躍
す
る
産
業
織
物
メ
ー

カ
ー
会
社
な
ど
様
々
な
分
野
の
繊
維
会

社
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。（
一
貫
体
制
を

と
っ
て
い
る
企
業
も
あ
り
ま
す
）

　
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
で
作
ら
れ

る
製
品
は
、
高
品
質
で
あ
り
、
繊
維
会
社

の
も
つ
技
術
力
は
世
界
で
も
誇
れ
る
も

の
で
あ
る
と
評
さ
れ
る
な
ど
、
現
在
も
繊

維
産
地
と
し
て
の
魅
力
が
受
け
継
が
れ

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
時
代
と
と
も
に
そ
の
魅
力
が

市
内
外
の
方
に
気
づ
か
れ
に
く
く
な
っ

て
い
る
な
ど
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。

独自ブランドを立ち上げる
（製造から販売まで自社で一
貫して展開）� ＝㈱カサ川＝

日本新記録を樹立したアス
リートの靴に生地が採用

＝松文産業㈱＝

明
治
9
年

勝
山
製
糸
会
社

設
立

明
治
29
年

勝
山
町
大
火

明
治
37
年

た
ば
こ
が

�

専
売
制
へ

明
治
44
年

勝
山
機
業
兄
弟

合
資
会
社
創
立

大
正
2
年

合
資
会
社
松
文

機
業
場
創
立

大
正
8
年

羽
二
重
の

�

輸
出
好
景
気

昭
和
9
年

人
絹
織
物
業
が

好
景
気

昭
和
16
年

私
立
勝
山
精
華

女
学
校
開
校

昭
和
29
年

勝
山
市
発
足

昭
和
30
年

集
団
就
職
開
始

平
成
21
年

は
た
や
記
念
館

ゆ
め
お
ー
れ
勝
山

オ
ー
プ
ン

今
令和時代
2018年～

実際に使われていた力織機
（ゆめおーれ勝山で展示）

　

次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
繊
維
産

地
と
し
て
の
課
題
を
ど
う
乗
り

越
え
、
繊
維
産
地
の
魅
力
を
高

め
、
発
展
さ
せ
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
に
つ
い
て
、
繊
維
会
社

の
若
手
経
営
者
の
思
い
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

高
度
成
長
期

石
油
危
機

（
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
）

戦
後
恐
慌

世
界
恐
慌

ア
ジ
ア

�

太
平
洋
戦
争

第
一
次

�

世
界
大
戦

第
二
次

�

世
界
大
戦

日
露
戦
争

大
火
・
不
況
・
戦
争
…

幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
勝
山
を
支
え
て
き
た

「
こ
れ
ま
で
」の
繊
維
業

継
承
・
発
展
・
創
造
す
る

「
こ
れ
か
ら
」の
繊
維
業

　繊維の歴史は「ものがたり　かつやまの
歴史」や「はたやブックレット」で分かりや
すく学ぶことができます。また、明治に
建設された機業場を保存・活用した「ゆめ
おーれ勝山」でも当時の様子を知ることが
できます。気軽に遊びに来てください。

ゆめおーれ勝山　織田学芸員

も
っ
と
詳
し
く

知
り
た
い
と
き
は

近代勝山の繊維歴史 年表

昔
明治時代
1 8 6 8年～

 特 集 　繊 維のまち、新 時 代 へ

大
戦
景
気

昭
和
恐
慌



 特 集 　繊 維のまち、新 時 代 へ

市内企業の紹介誌
「いんとろ」では
他の繊維関連企業も
掲載しています。 いんとろ

HPはこちら

今回行った全ての対談内容は
市ホームページに掲載しています。
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市 

長　
現
在
の
勝
山
市
は
、
明
治
以
降
に

発
展
し
て
き
た
繊
維
産
業
に
よ
っ
て

形
作
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
繊

維
産
地
と
し
て
の
勝
山
の
現
状
や
今

後
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
ず
は
、
現
在
抱
え
て
い
る
課

題
は
あ
り
ま
す
か
。

山 

岸　

昨
年
か
ら
の
原
材
料
価
格
高
騰

や
電
気
代
の
高
騰
な
ど
で
非
常
に
厳

し
い
経
営
状
況
で
す
が
、
こ
こ
を
乗
り

切
る
た
め
に
は
、
業
界
全
体
で
産
地
を

盛
り
上
げ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

小 

泉　

電
気
代
や
燃
料
費
の
高
騰
な
ど

は
、
自
分
た
ち
の
努
力
で
で
き
る
範
囲

を
超
え
て
い
ま
す
。

白 

木　
自
社
だ
け
で
な
く
、
産
地
と
し
て

生
き
残
る
こ
と
を
私
た
ち
の
世
代
で
考

え
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
で
す
ね
。

織 

田　

人
員
の
確
保
に
も
課
題
が
あ
り

ま
す
。
現
在
、
縫
製
は
海
外
が
主
流
で

す
が
、
徐
々
に
国
内
の
需
要
も
増
え
て

き
て
い
ま
す
。

白 

木　
若
返
り
（
技
術
の
継
承
）
を
図
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
で
き
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。

笠 

川　
繊
維
業
に
関
わ
る
人
が
減
少
し
、

ベ
テ
ラ
ン
や
技
能
実
習
生
に
頼
ら
ざ

る
を
得
な
い
状
況
で
す
。
身
近
に
繊
維

を
感
じ
に
く
く
な
っ
た
現
在
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
ゆ
め
お
ー
れ
勝
山

な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、
産
地
全
体
で

P
R
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

㈱エヌ・ビー・ワイ
代表取締役社長

山
やまぎし
岸�亮

りょうすけ
介�さん

松文産業㈱
代表取締役社長

小
こいずみ
泉�綾

あや こ
子�さん

明
治
か
ら
続
く
繊
維
産
地

業
界
全
体
で

困
難
を
乗
り
越
え
る

　
今
回
、
市
長
と
市
内
繊
維
会
社
の
若
手

経
営
者
が
対
談
を
行
い
ま
し
た
。
電
気
、

燃
料
、
原
材
料
費
の
高
騰
、
人
手
不
足
な

ど
の
課
題
に
対
し
、
繊
維
に
携
わ
る
方
々

が
何
を
思
い
、
未
来
に
向
け
て
ど
う
行
動

す
る
の
か
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

市 

長　

課
題
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
考

え
や
取
り
組
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

笠 

川　

こ
れ
ま
で
の
委
託
加
工
の
事
業

に
加
え
、
自
分
た
ち
で
作
っ
た
も
の
を

自
分
た
ち
で
売
る
自
販
事
業
な
ど
に

取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。

織 

田　
繊
維
の
魅
力
を
見
た
り
、
体
験
し

た
り
す
る
機
会
を
勝
山
で
増
や
す
こ

と
で
、
勝
山
で
繊
維
に
携
わ
る
人
が
増

え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
工
場
見

学
や
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
体
験
に
取

り
組
ん
だ
り
、
新
た
な
視
点
の
取
り
組

み
と
し
て
、
端
材（
ロ
ス
）を
活
用
し
た

事
業
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

小 

泉　
繊
維
産
地
と
し
て
「
産
業
の
観
光

化
」
が
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。
勝
山
市
に
行
け
ば
、
工
場
見
学
や

織
物
体
験
が
で
き
、
製
品
を
買
う
こ
と

も
で
き
る
。
産
業
観
光
の
ま
ち
を
目
指

せ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

白 

木　
商
工
会
議
所
の
繊
維
部
会
で
は
、

「
越
前
勝
山
織
」
の
地
域
団
体
商
標
登

録
に
向
け
活
動
し
て
い
ま
す
。「
越
前

勝
山
織
」
で
高
品
質
を
ア
ピ
ー
ル
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

市 

長　
大
き
な
課
題
が
あ
る
中
で
の
、
新

た
な
取
り
組
み
や
挑
戦
は
、
勝
山
の
繊

維
の
新
た
な
輝
き
で
、
繊
維
産
業
を
次

の
世
代
に
残
し
て
い
く
た
め
の
キ
ー

ワ
ー
ド
に
な
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

白 

木　
口
外
で
き
な
い
だ
け
で
、
実
は
、

全
世
界
に
誇
れ
る
技
術
が
勝
山
に
は

あ
り
ま
す
。
各
企
業
が
協
力
し
あ
っ
て

何
か
を
作
り
あ
げ
て
い
け
た
ら
面
白

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山 

岸　

繊
維
産
地
と
し
て
生
き
残
っ
て

い
く
た
め
に
も
協
力
し
あ
っ
て
一
歩
踏

み
出
す
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

市 

長　

勝
山
の
未
来
に
繊
維
は
重
要
で

す
。
建
物
が
１
０
０
年
以
上
の
歴
史
を

も
つ
「
ゆ
め
お
ー
れ
勝
山
」
を
核
に
市

と
し
て
も
、
繊
維
の
魅
力
の
発
信
や
支

援
な
ど
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

白 

木　

も
の
づ
く
り
の
本
質
は
現
場
に

あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
を
知
る
方

と
話
す
中
で
、
面
白
い
ア
イ
デ
ィ
ア
が

生
ま
れ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

小 

泉　

会
社
で
働
く
職
人
の
姿
は
と
て

も
か
っ
こ
い
い
で
す
。
勝
山
全
体
で
勝

山
の
職
人
の
す
ご
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し

た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

市
外
、
県
外
、
国
外
か
ら
も
こ
こ
で
働

き
た
い
と
思
う
人
を
増
や
す
こ
と
で
、

勝
山
市
の
活
性
化
を
図
れ
た
ら
と
思

い
ま
す
。

㈱カサ川
代表取締役社長

笠
かさかわ
川�章

あきひろ
弘�さん

㈱ラコーム　
代表取締役

織
おりた
田�研

けん ご
吾�さん

白木興業㈱
代表取締役

白
しろ き
木�和

かずゆき
幸�さん

繊
維
産
地
の
基
盤
を
活
か
し

別
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら

新
た
な
輝
き
を
作
る

か
っ
こ
い
い

も
の
づ
く
り
の
姿
を
P
R
し

勝
山
を
賑
や
か
に

若手経営者が語る若手経営者が語る  繊 維繊 維のの未来未来



新型コロナワクチン接種
に関するお知らせ

問勝山市コールセンター（すこやか内）　☎64 ｰ 5543

電話で予約 L
ラ イ ン

I N Eで予約

☎�0779-64-5543（7回線）
受付時間▶㈪～㈮　午前9時～午後5時
　　　　　　㈯　　午前9時～正午

※日曜、祝日は電話受付は行いません
※1、2回目の予約は電話のみ受け付けます

勝山市公式L
ラ イ ン
INEアカウント�

を友だちに追加
二次元バーコードを読み込む
かIDで検索してください

受付時間▶24時間予約が可能
I D▶＠katsuyamacity

福井県新型コ
ロナワクチン
接種センター  
アオッサ会場
の予約は

オミクロン株対応ワクチンの接種をお願いします
　オミクロン株対応ワクチンは、2回接種を終えた12歳以上の全ての方が対象です。前回の接種を受けた
日から3か月以上経過していれば、接種することが可能です。
　３回目以降の接種はオミクロン株対応ワクチンが基本ですが、希望される場合には、武田社ワクチン（ノ
ババックス）を、福井県新型コロナワクチン接種センターアオッサ会場にて接種を受けることができます。
今後の感染拡大を防ぐためにもワクチンの早めの接種をお願いいたします。

接種回数▶１回
接種場所▶ 市内医療機関、県営接種会場「福井県新型コロナワクチン接種センター」
予約方法▶ 

イ ン フ ル エ ン ザ の 感 染 も 拡 大 し て い ま す  
基 本 的 な 感 染 対 策 の 再 徹 底 を

体調管理の徹底
・体調不良を感じた場合は、登校・出勤を控える
・ 感染の不安を感じたら、無

（2月28日まで）
料検査を活用

「おはなしはマスク」 
・会食時の会話時はマスクを着用する
※�周囲に人がいないときや会話をしないときは�
マスクを外すなどメリハリを

換気を徹底
・暖房中も定期的に換気

重症化リスクのある方は 
自分を守る行動を
・重症化リスクのある方は、人混みを避ける
・体調がすぐれないときは、医療機関に早期受診

ワクチンの接種
・ 受験シーズンを安心して乗り切るためにも、早

めのワクチン接種でしっかり準備を

　福井県では、県内の新型コロナウイルスの感染状況を踏まえ、「福井県感染拡大警報」を発令してい
ます。（2月3日現在）県内においては、65歳以上の感染が多く、70歳代の入院が約9割を占める状況
です。インフルエンザとの同時流行を防ぐためにも、マスクの着用、定期的な換気、こまめな手洗い
など基本的な感染対策の再徹底をお願いします。

無料検査の 
詳細はこちら

　冬の風物詩「勝山年の市」が3年ぶりに開催さ
れました。本町通りには、恒例の木工品、地産
の農産品や食品などの露店に加えキッチンカー
も並び、早朝から多くの人で賑わいました。

３ 年 ぶ り に 開 催「 勝 山 年 の 市 」 に 賑 わ い 戻 る 
 ■1月29日　本町通り

　県教育委員会が実施する「ふるさと福井CMコ
ンテスト」で勝山中部中学校が最優秀賞、平泉
寺小学校が奨励賞に選ばれました。

ふるさとCMコンテストで
勝山中部中が最優秀賞を受賞

　新年恒例の消防出初式が開催され、火災ゼロを
願い、消防団が上空に向かって一斉放水を行いま
した。

無火災を願って　消防出初式
■1月７日　勝山市市民交流センター

勝山中部中学校CM「届け！
私たちのふるさと勝山」より

　（一財）自治総合センターが、宝くじの社会貢献広報事業としてコミュニティ助成
事業を行っています。この助成を受けて、荒土町細野口地区と鹿谷町保田地区が活
動備品を整備しました。�

宝くじ助成で活動備品を整備  問未来創造課（市役所２階）　☎88 ｰ 1115
【
細
野
口
地
区
】  

除
雪
機
、
発
電
機
、
パ
ソ
コ
ン
、

プ
リ
ン
タ
ー

【
保
田
地
区
】 
大
提
灯
、
丸
提
灯
、
建
屋
な
ど

9 9 　　　　 広報かつやま2月号 №819 広報かつやま2月号 №819 広報かつやま2月号 №819広報かつやま2月号 №819　　　　 8 8
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消化器外科における
� 腹腔鏡（内視鏡）手術

福井勝山総合病院
外科部長　大槻忠良

　
腹
部
の
外
科
手
術
と
い
う
と
、
以
前

は
お
な
か
を
大
き
く
切
開
し
て
腫
瘍
の

切
除
や
腸
管
を
切
除
・
吻ふ
ん
ご
う合
（
つ
な
ぐ
）

す
る
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
近
年
腹
腔

鏡
手
術
の
発
展
に
よ
り
、
お
な
か
を
大

き
く
開
く
こ
と
な
く
小
さ
な
創
で
手
術

を
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

腹
腔
鏡
手
術
は
過
去
に
は
胆
石
・
胆

嚢
炎
な
ど
限
ら
れ
た
疾
患
に
の
み
行
わ

れ
る
手
術
で
し
た
が
、
近
年
で
は
医
療

技
術
と
機
器
の
発
達
に
伴
い
そ
の
対
象

が
拡
大
さ
れ
、
胃
が
ん
、
胆
嚢
炎
・
胆

石
症
、
大
腸
が
ん
、
肝
臓
が
ん
、
膵
癌
、

虫
垂
炎
、
鼠
経
ヘ
ル
ニ
ア
な
ど
、
様
々

な
消
化
器
外
科
領
域
手
術
で
導
入
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
当
院
で
は
、
胃

が
ん
・
大
腸
が
ん
・
胆
石
胆
嚢
炎
、
虫

垂
炎
、
鼠
経
ヘ
ル
ニ
ア
に
対
し
て
腹
腔

鏡
手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

腹
腔
鏡
手
術
で
は
、
腹
部
に
５
㎜
か

ら
1
・
5
㎝
程
度
の
切
開
で
数
か
所
の

穴
を
あ
け
、
腹
腔
内
に
炭
酸
ガ
ス
を
注

入
し
膨
ら
ま
せ
た
状
態
で
内
視
鏡
や
鉗

子
を
挿
入
し
、
モ
ニ
タ
ー
を
見
な
が
ら

手
術
を
行
い
ま
す
。

　

摘
出
す
る
臓
器
や
必
要
な
手
技
に

よ
っ
て
追
加
で
5
㎝
程
の
切
開
を
追
加

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
従
来
の
開

腹
手
術
と
比
べ
て
明
ら
か
に
創
が
小

さ
く
な
り
、
術
後
の
疼
痛
は
小
さ
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
腸
管
癒
着
の
危

険
性
も
減
少
し
、
全
身
の
運
動
機
能

の
回
復
も
早
く
な
る
た
め
、
入
院
期
間

の
減
少
が
見
込
め
ま
す
。

　

た
だ
し
、
開
腹
手
術
と
比
べ
て
手
術

中
の
視
野
や
施
術
可
能
範
囲
が
制
限
さ

れ
る
た
め
、
手
術
が
長
時
間
と
な
っ
た

り
、
腹
腔
内
の
状
態
に
よ
り
途
中
で
開

腹
手
術
に
移
行
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
で
は
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
内

視
鏡
手
術
の
発
達
が
顕
著
で
す
。
福
井

県
で
も
福
井
大
学
病
院
な
ど
で
導
入
さ

れ
て
お
り
、
直
腸
癌
や
胃
癌
の
手
術
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ロ
ボ
ッ
ト
支
援
内
視
鏡
手
術
で
は
腹

腔
鏡
下
手
術
で
も
届
き
に
く
い
部
位
で

細
か
い
作
業
が
可
能
と
な
り
、
精
密
で

繊
細
な
切
除
が
行
え
る
利
点
が
あ
り
ま

す
が
、
よ
り
高
度
な
技
術
と
機
器
設
備

が
必
要
と
な
り
、
手
術
時
間
が
よ
り
長

く
な
る
な
ど
の
短
所
も
あ
り
ま
す
。

　

病
院
で
は
患
者
さ
ん
の
病
態
に
合
わ

せ
て
、
開
腹
手
術
・
腹
腔
鏡
手
術
の
両

方
に
つ
い
て
説
明
し
、
よ
り
良
い
治
療

法
を
選
択
で
き
る
お
手
伝
い
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、消
化
器
疾
患
だ
け
で
な
く
、

婦
人
科
・
耳
鼻
咽
喉
科
・
泌
尿
器
科
の

領
域
で
も
腹
腔
鏡
・
内
視
鏡
手
術
は
行

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

正
し
い
知
識
と
理
解
を
も
っ
て
治
療

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
腹
腔
鏡
手
術
に

つ
い
て
今
後
も
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
と

良
い
と
思
い
ま
す
。

三
室
小
学
校

　
遅
羽
地
区
に
は
明
治
6
年（
1
8
7
3
）

9
月
に
遅
羽
小
学
校
が
蓬
生
区
の
専
勝
寺

を
仮
教
場
と
し
て
創
設
さ
れ
た
。
学
区
は

比
島
・
蓬
生
・
嵭
崎
・
大
袋
・
北
山
の
５

区
で
あ
っ
た
。
教
場
は
そ
の
後
、
蓬
生
・

嵭
崎
・
大
袋
の
個
人
宅
を
転
々
と
し
、
翌

年
９
月
、
大
袋
区
字
池
田
に
校
舎
を
新
築

し
三
室
小
学
校
と
改
称
し
た
。

　
児
童
数
は
60
～
70
名
で
推
移
し
、
同
24

年
以
降
は
1
0
0
名
近
く
に
達
す
る
こ
と

も
あ
っ
た
。明
治
35
年
校
舎
は
新
築
さ
れ
、

最
初
は
２
学
級
の
複
式
編
成
で
あ
っ
た

が
、
同
41
年
義
務
教
育
の
延
長
に
と
も
な

い
児
童
数
1
6
9
名
と
な
り
、
翌
年
校
舎

が
増
築
さ
れ
３
学
級
編
成
と
な
っ
た
。
こ

の
頃
、
校
名
は
元
の
遅
羽
小
学
校
に
戻
っ

た
よ
う
で
あ
る
。

　
大
正
12
年（
1
9
2
3
）に
は
高
等
科
を

併
置
し
、
遅
羽
尋
常
高
等
小
学
校
と
改
称

し
た
。
昭
和
５
年（
1
9
3
0
）に
複
式
が

解
か
れ
７
学
級
に
、
10
年
に
は
高
等
科
も

複
式
を
解
き
８
学
級
と
な
っ
た
。
翌
11
年

校
歌
が
作
詞
笠
松
一
夫
、
作
曲
酒
井
利
雄

に
よ
り
制
定
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。　

　

戦
時
下
に
は
遅
羽
村
国
民
学
校
と
な

り
、
同
22
年
新
学
制
に
よ
り
6
学
級
で
村

立
三
室
小
学
校
が
成
立
し
た
。
同
年
村
立

の
三
室
中
学
校
も
設
立
さ
れ
た
が
、
24
年

勝
山
町
遅
羽
村
組
合
立
勝
山
中
学
校
創
立

に
と
も
な
い
廃
校
と
な
っ
た
。

　
下
荒
井
区
に
は
明
治
７
年
に
下
荒
井
校

が
あ
っ
た
が
、
同
11
年
前
後
に
師
範
校
と

な
り
そ
の
後
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
三
室

小
学
校
に
併
合
さ
れ
た
。

　
写
真
の
校
章
は
九
頭
竜
川
の
竜
の
爪
を

三
方
に
、
中
央
に「
三
室
」の
室
を
配
し
て

あ
る
。こ
れ
は
竜
の
爪
が
玉
つ
か
む
姿
に
、

遅
羽
の
子
供
た
ち
が
大
き
な
夢
と
宝
持
っ

て
欲
し
い
、
と
の
期
待
が
こ
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

～
地
域
文
化
を
掘
り
起
こ
そ
う
～

シ
リ
ー
ズ「
市
内
の
小
学
校
」

�
市
史
編
纂
室　
山
田　
雄
造 53

三室小学校の校章

３
年
間
の
ハ
イ
ラ
イ
ト

コ
ロ
ナ
禍
真
っ
只
中
で
は
じ
ま
っ
た

活
動
1
年
目

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
は
、

2
0
2
0
年
4
月
か
ら
で
し
た
。
当
初

は
コ
ロ
ナ
禍
真
っ
只
中
。
元
隊
員
の
太

田
く
ん
と
テ
ン
ト
サ
ウ
ナ
の
活
動
か
ら

始
め
た
の
で
、
正
直
、
一
番
悪
い
タ
イ

ミ
ン
グ
で
来
て
し
ま
っ
た
の
か
な
と
も

思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
ん
な
中
で

も
人
数
や
時
期
に
配

慮
し
な
が
ら
、
定
期

的
に
イ
ベ
ン
ト
を

行
っ
て
い
る
中
で
市

内
の
さ
ま
ざ
ま
な
方

達
と
知
り
合
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ス
ペ
イ
ン
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ

ナ
ー
が
勝
山
を
来
訪

　

�

市
外
か
ら
の
関
係
人
口
を
増
や
す
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
た
私
に
と
っ
て
、
転

機
は
2
0
2
0
年
10
月
に
ス
ペ
イ
ン
の

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
セ
ス
ク
さ
ん
を
勝
山
へ

連
れ
て
き
た
こ
と
で
し
た
。
全
国
的
に

も
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
地
域
に
滞
在
し
、

そ
こ
で
受
け
た
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
元
に
作
品
を
制
作
す
る
活
動
が
あ
り
、

そ
れ
と
同
様
に
、
数
日

間
滞
在
の
後
、
福
井
で

発
掘
さ
れ
た
恐
竜
5
種

類
の
3
D
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
制
作
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

関
係
人
口
を
呼
ぶ
方
程
式

「
地
域
資
源
×
ク
リ
エ
イ
タ
ー
」の
可
能
性

　

そ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
2
年
目

か
ら
は
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
勝
山
の
地
域

資
源
（
繊
維
、
恐
竜
）
を
結
び
、
産
業
の

P
R
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
勝
山

に
中
長
期
的
に
関
わ
る
人
た
ち
（
=関
係

人
口
）を
増
や
そ
う
と
考
え
ま
し
た
。

　

繊
維
で
は
、
特
に
㈱
ラ
コ
ー
ム
代
表

の
織
田
さ
ん
に
、
恐
竜
は
、
勝
山
市
観

光
ま
ち
づ
く
り
㈱
の
今
井
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
新
し
い
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
の
開
発
を
し
た

り
、
イ
ベ
ン
ト
を
一
緒

に
行
い
ま
し
た
。
フ
ジ

ロ
ッ
ク
の
デ
ザ
イ
ナ
ー

渡
辺
さ
ん
が
関
わ
っ
て

く
れ
る
な
ど
、
彼
ら
と

1
回
で
は
終
わ
ら
な
い

関
係
づ
く
り
に
注
力
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
時
期
に「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

に
注
目
が
集
ま
っ
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、

す
ぐ
に
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
つ

く
り
、
市
外
か
ら
も

来
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

市
外
か
ら
の
受
け
入
れ
人
数
は
73
人
。

関
係
人
口
か
ら
移
住
へ
と
つ
な
が
る

　

関
係
人
口
構
築
の
た
め
に
、
こ
の
3

年
間
で
受
け
入
れ
た
人
数
（
来
訪
者
）
は

の
べ
73
人
と
な
り
ま
し
た
。
地
域
や
国

も
さ
ま
ざ
ま
で
、
海
外
か
ら
は
、
ア
メ

リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、
ス
ペ
イ
ン
、
台
湾
等
、

ま
た
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
、

ア
パ
レ
ル
経
営
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
マ
ー

な
ど
多
様
な
人
々
に
実
際
に
勝
山
に
来

て
、
体
験
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昨
年
7
月
か
ら
隊
員
と
な
っ
た
山
崎
さ

ん
は
、
そ
の
関
係
人
口
の
中
か
ら
移
住

へ
と
つ
な
が
っ
た
お
一
人
で
す
。

2
年
間
で
1
2
7
人
が
参
加
し
た

学
び
の
場「
ま
ち
の
デ
ザ
イ
ン
ス
ク
ー
ル
」

　

3
年
目
は
外
部
の
人
た
ち
と
市
内
の

人
た
ち
と
が
も
っ
と
広
く
、
点
で
は
な

く
面
で
関
わ
っ
て
欲
し
い
、
ま
た
、
地

域
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
方
々
と
も
繋
が
り

た
い
と
思
い
、「
ま
ち
の
デ
ザ
イ
ン
ス

ク
ー
ル
」
を
は
じ
め
ま
し
た
。
食
・
ビ
ジ

ネ
ス
・
ま
ち
づ
く
り
な
ど
様
々
な
分
野

で
活
躍
し
て
い
る
講
師
か
ら
の
レ
ク

チ
ャ
ー
と
参
加
者
同

士
が
能
動
的
に
学
び

合
う「
学
び
合
い
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
つ
く

り
ま
し
た
。
2
年
間

で
、
9
回
開
催
し
、

の
べ
1
2
7
人
が
参

加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

3
年
間
を
終
え
て
。
こ
れ
か
ら
の
展
望

　

ま
ず
は
、
3
年
間
、
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
皆
様
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
初
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

大
変
な
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
状
況

が
落
ち
着
く
に
つ
れ
て
活
動
の
幅
や
関

わ
る
人
の
数
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
3
年
間
を
農
業
に
例
え
る
と
、
土

壌
を
耕
し
、
種
を
蒔
い
た
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
で
す
。
芽
が
で
は
じ
め
た
「
ま
ち
の
デ

ザ
イ
ン
ス
ク
ー
ル
」
の
よ
う
に
、
こ
こ
で

培
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
大
き
く
育
て

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
空
き
家
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

し
て
市
民
が
集
え
る
場
を
つ
く
っ
た
り
、

外
部
か
ら
き
た
人
た
ち
が
滞
在
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
行
い
た
い
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
勝
山
で
、
持
続
可
能
な
事

業
な
ど
も
あ
わ
せ
て
模
索
し
て
い
き
ま

す
。今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

➐

地域おこし協力隊
西
にしがき

垣　翔
しょうた

太さん
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フ
レ
！
フ
レ
！ 

フ
レ
イ
ル
予
防
!

問
健
康
体
育
課（
す
こ
や
か
内
）☎
87
‐
0
9
0
0 

フ
レ
イ
ル
状
態
を

　
　
　
　

チ
ェ
ッ
ク

フ
レ
イ
ル
：�

加
齢
に
よ
り
心
と
体
の
働
き

が
弱
っ
て
き
た
状
態

プ
レ
フ
レ
イ
ル
：
フ
レ
イ
ル
の
前
段
階

ノ
ン
フ
レ
イ
ル
：
フ
レ
イ
ル
状
態
で
は
な
い

教室の参加者の声

フ
レ
！
フ
レ
！

元
気
ア
ッ
プ
教
室

　

昨
年
の
7
月
か
ら
ジ
オ
ア
リ
ー
ナ
で
、

フ
レ
イ
ル
予
防
の
た
め
の
体
操
教
室
を

実
施
し
て
い
ま
す
。（
２
月
24
日
ま
で
）

　
こ
の
教
室
は
、
8
か
月
間
、
週
1
回
の

ペ
ー
ス
で
体
操
を
行
う
教
室
で
、
65
歳
以

上
の
約
40
人
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
教
室
で
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ス
ク
リ
ー

ン
に
映
し
出
さ
れ
た
講
師
と
楽
し
い
や

り
取
り
を
し
な
が
ら
、
体
操
や
脳
ト
レ
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

フ
レ
！
フ
レ
！

元
気
ア
ッ
プ
教
室

教室の特徴

１．椅子に座って行う体操

２．自宅で取り組める体操をご紹介

３．3か月毎にフレイル状態を確認
　　�福井大学医学部の先生によ
る、体力や運動機能、フレ
イル状態の確認

男性・Mさん

あ
な
た
の
地
域
で

フ
レ
イ
ル
予
防

あ
な
た
の
地
域
で

フ
レ
イ
ル
予
防

　
1
月
か
ら
は
、
平
泉
寺
ま
ち
づ
く
り
会

館
で
も
教
室
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
近
く
だ
か
ら
行
き
や
す
い
」「
知
り
合

い
が
多
い
か
ら
気
楽
に
参
加
で
き
る
」

「
近
所
の
友
達
を
誘
い
や
す
い
」
な
ど
、

ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
環
境

で
、
楽
し
く

「
フ
レ
イ
ル

予
防
」
に
取

り
組
ん
で
い

ま
す
。

　家で1人だとなかなかできませんが、ここにさえ来れば、
みんなとでき、毎週参加しようという気持ちになります。
　運動は得意ではないですが、これは誰でもできる動きな
ので、好き嫌いなくできると思います。
　週1回では足りないので、家でも時々、10～ 15分教えて
もらった体操をしています。体力測定も、自分の体力がわ
かって良かったです。
　スキーに行きたいという目標をもっているので、なおさ
ら続けられています。

講師と体操する参加者の皆さん

フレイルチェックの結果

平泉寺まちづくり会館の様子

0

50

100
(%)

フレイルプレフレイルノンフレイル

12 月7月

54%

42%

35%

54%

4%12% フ
レ
イ
ル
状
態
を

　
　
　
　

チ
ェ
ッ
ク

　
教
室
の
参
加
者
は
、
３
か
月
毎
に
フ
レ

イ
ル
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

　

7
月
と
12
月
に
チ
ェ
ッ
ク
し
た
結
果

を
比
較
す
る
と
、
ノ
ン
フ
レ
イ
ル
と
判
定

さ
れ
た
方
の
割
合
が
増
加
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
開
眼
片
足
立
ち
や
握
力
、
５

m
歩
行
な
ど
の
数
値
も
改
善
さ
れ
た
方

が
増
加
し
て
い
ま
し
た
。
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3
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る
「
勝
山
左
義

長
ま
つ
り
」。
今
年
の
左
義
長
ま
つ
り
は
、

子
ど
も
ば
や
し
コ
ン
ク
ー
ル
や
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
な
ど
一
部
の
催
し
は
中
止
と
な
り

ま
し
た
が
、
10
の
地
区
で
櫓
が
設
置
さ
れ

左
義
長
ば
や
し
が
披
露
さ
れ
る
ほ
か
、
行

燈
コ
ン
ク
ー
ル
、作
り
も
の
コ
ン
ク
ー
ル
、

ど
ん
ど
焼
き
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
つ
り
の
開
催
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
、

各
地
区
で
行
わ
れ
て
い
る
左
義
長
ば
や

し
の
練
習
に
も
熱
が
は
い
り
ま
す
。
今
年

の
一
番
太
鼓
を
つ
と
め
る
の
は
「
元
町
2

丁
目
地
区
」。
こ
の
日
の
練
習
は
、
小
学

校
高
学
年
が
中
心
。
お
は
や
し
の
リ
ズ
ム

に
合
わ
せ
て
太
鼓
を
た
た
く
小
学
生
、
身

振
り
手
振
り
熱
心
に
指
導
す
る
大
人
、
ど

ち
ら
も
何
だ
か
楽
し
そ
う
で
す
。
練
習
は

ま
つ
り
本
番
ま
で
続
き
ま
す
。

詳細はこちら詳細はこちら

３年ぶりの開催にむけて

勝山左義長まつり
2月25日土　午後1時�一番太鼓（元町2丁目）
2月26日日　午後8時�どんど焼き
問�勝山左義長まつり実行委員会(未来創造課内）　
☎88-8114

小学生最後の
左義長は賑や
かに明るく楽
しんでやりた
い。 見 に 来 る
人たちを笑顔
にしたいです。

笠
かさ

松
まつ

　優
ゆう

翔
と

 さん (12）

明るく楽しく

正
月
飾
り

持
ち
込
み
の
ル
ー
ル

と　
き
▼

と　
き
▼
22
月月
2525
日
㈯
日
㈯

		

午
後
午
後
11
時
～
午
後

時
～
午
後
55
時時

　
　
　
　

　
　
　
　
22
月月
2626
日
㈰
日
㈰

		

午
前
午
前
99
時
～
午
後

時
～
午
後
33
時時

と
こ
ろ
▼

と
こ
ろ
▼��

市
民
会
館
前
本
部
テ
ン
ト

市
民
会
館
前
本
部
テ
ン
ト

1212
地
区
の
ご
神
体

地
区
の
ご
神
体

※※��

受
け
付
け
開
始
直
後
は
大
変
混
み
あ

受
け
付
け
開
始
直
後
は
大
変
混
み
あ

い
ま
す
。
受
け
付
け
時
間
内
で
時
間

い
ま
す
。
受
け
付
け
時
間
内
で
時
間

を
ず
ら
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い

を
ず
ら
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い

持
ち
込
め
る
も
の

持
ち
込
め
る
も
の

　　
「「
し
め
縄
」「
書
初
め
」「
お
ふ
だ
」

し
め
縄
」「
書
初
め
」「
お
ふ
だ
」

※�

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
や
金
属
類
、
ビ
ニ
ー

ル
類
、「
だ
い
だ
い
」
な
ど
の
生
も
の
、

水
引
部
分
の
針
金
な
ど
は
事
前
に
取

り
除
い
て
く
だ
さ
い

持
ち
込
め
な
い
も
の

持
ち
込
め
な
い
も
の

　　

��「
か
が
み
も
ち
」「
門
松
」

「
か
が
み
も
ち
」「
門
松
」��

な
ど
な
ど

※�

そ
の
他
、
人
形
な
ど
の
正
月
と
関
係

の
な
い
も
の
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い



　全国のコンビニエンスストアなどに設置されているマルチコピー機で、マイナンバー
カードを使って各種証明書が取得できるサービスを開始します。
　マイナンバーカードをお持ちでない方は、この機会にぜひ申請ください。
※マイナンバーカードは身分証明書としてもご利用いただけます

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
よ
り
便
利
に

問
市
民
課（
市
役
所
１
階
）☎
88
‐
８
１
０
2

市からのお知らせI n fo r m a t i o n 市からのお知らせI n fo r m a t i o n

「書かない窓口」を目指します

　窓口で記載が必要だった各種申請様式
が、マイナンバーカードに搭載されている
情報を読み取ることで、申請書に印字され
るようになります（３月１日スタート）

３日間限定‼
マイナンバーカード出張申請受付

と　き▶２月17日㈮、18日㈯、19日㈰
　　　　午前10時～午後7時
ところ▶勝山サンプラザ（２階）
持ち物▶身分証明書（運転免許証、健康保険証など）

２月までの申請が対象です‼
①マイナポイントが最大で2万円分もらえる
②3,000円分のクオカードまたは図書カードを贈呈

取扱い帳票：
　市民課窓口で取り扱う２０種類の帳票

市からのお知らせ I n fo r m a t i o n市からのお知らせ I n fo r m a t i o n

証明書
コンビニ手数料

（　）内は窓口料金
取得できる範囲

住民票の写し(※1) 200円
（300円） 本人分または同一世帯の方の分

印鑑登録証明書(※2) 200円
（300円） 印鑑登録されている本人分のみ

戸籍証明書(※3)
（戸籍謄本・抄本）

350円
（450円）

本人分または同一戸籍の方の分
※�最新の戸籍のみ。除籍・改製原は取
得できません戸籍の附票(※3) 200円

（300円）

所得・課税証明書(※4) 200円
（300円） 本人分のみ

※1　�住民票コード、住所や氏名の履歴が記載されたものや、住民票の除票は取得できません
※2�　印鑑登録証明書のコンビニ交付は、印鑑登録証（カード）ではなくマイナンバーカードを利用します
※3�　戸籍謄抄本・附票の写しは勝山市に本籍がある人に限ります
　勝山市外に住所がある人は、事前に「戸籍証明書のコンビニ交付利用登録申
請」が必要です（登録には約５営業日かかります）
　また、転籍や婚姻などで戸籍が新しくなる場合は、再度登録が必要な場合が
あります

※4�　所得・課税証明書は、最新年度の証明書のみ発行できます
ただし、勝山市を転出した場合は発行できません

注意事項
◉�戸籍の届出（出生、死亡、婚姻、離婚など）をすると、2週間程度は、届出内容が記載された証明書は発行
できません
◉�誤った証明書を取得した場合でも、返金・交換はできません
◉�手数料免除規定に該当する人も、コンビニ交付の場合は手数料が必要です
◉カードの新規交付や住所変更などを行った場合、コンビニ交付ができるまでに数日かかることがあります

「戸籍証明書のコン
ビニ交付利用登録申
請」の詳細はこちら

◉ファミリーマート
◉ローソン
◉セブンイレブン
◉ミニストップ　など

端末は市役所１階にも設置してあります
稼働時間
��〉〉�平日　午前8時30分～午後5時15分

◉�勝山市に住民登録があ
り、４桁の暗証番号（利
用者証明用電子証明
書）を搭載したマイナ
ンバーカードを持つ方

利用できる方

◉マイナンバーカード
◉４ケタの暗証番号
　（利用者証明用電子証明書）
※�暗証番号を3回間違えると、ロックがか
かり利用できなくなります。ロック解
除には、暗証番号の再設定が必要にな
りますので、市民課にお越しください。

◉�午前6時30分～午後11時

※�店舗営業時間内のみ
※�年末年始・システム
休止日を除く

利用できる時間

取得できる証明書・手数料

操作方法

必要なもの

①�証明書交付市町村を選択し、4ケタの暗証番号を入力
②�認証ができたらマイナンバーカードを外す

①�証明書の種類や部数を選択
②�発行内容を確認し、交付手数料を入金
③証明書が印刷され、領収書が発行

①�マルチコピー機の画面に表示されている「行
政サービス」を選択

②�利用上の同意事項を読み、「同意する」を選択
③�「証明書交付サービス」を選択し、所定の位
置にマイナンバーカードを置く

マルチコピー機で操作開始
１

暗証番号入力
２

証明書選択・手数料入金３

利用できる店舗

令和８年3月31日まで手数料を減額
コンビニ交付手数料を期間限定で100円減額します。
※表のコンビニ手数料は減額後の額です

3月2日スタート‼

住民票などの"コンビニ交付"始まります
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市からのお知らせI n fo r m a t i o n 市からのお知らせI n fo r m a t i o n

適
正
に
服
薬
し
ま
し
ょ
う

問
市
民
課（
市
役
所
１
階
）

☎
88
‐
8
1
0
2

令
和
５
年
度
国
民
健
康
保
険

	
	

人
間
ド
ッ
ク
の
受
付
を
開
始
し
ま
す

問
市
民
課（
市
役
所
１
階
）☎
88
‐
8
1
0
2 

重
複
・
多
剤
服
薬
に
は
ご
注
意

　
薬
の
重
複
服
薬（
※１

）・
多
剤
服
薬（
※２

）

は
、
体
へ
の
負
担
は
も
ち
ろ
ん
、
医
療
費

の
増
加
な
ど
の
問
題
に
繋
が
り
ま
す
。
適

正
に
服
薬
し
て
い
る
か
、
見
直
し
ま
し
ょ

う
。

　
ま
た
、
日
頃
か
ら
か
か
り
つ
け
薬
局
を

持
ち
、
処
方
さ
れ
て
い
る
薬
の
情
報
を
把

握
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

※１�
複
数
の
医
療
機
関
に
か
か
っ
て
い
る

場
合
に
、
同
じ
効
能
の
薬
が
重
複
し
て

処
方
さ
れ
、
そ
れ
を
服
用
す
る
こ
と
で

す
。
処
方
薬
は
効
き
目
が
強
い
た
め
、

体
の
負
担
が
大
き
く
な
り
、
体
の
不

調
を
招
く
こ
と
も
あ
り
ま
す

※２�

単
に
服
用
す
る
薬
の
数
が
多
い
こ
と

で
は
な
く
、
多
く
の
薬
を
服
用
す
る
こ

と
に
よ
り
、
副
作
用
を
起
こ
し
た
り
、

き
ち
ん
と
薬
を
飲
め
な
く
な
っ
た
り

し
て
い
る
状
態
を
い
い
ま
す

　
疾
病
の
予
防
や
早
期
発
見
の
た
め
、
人

間
ド
ッ
ク
の
検
査
に
係
る
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

対
象

勝
山
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る

30
～
74
歳
の
方

※
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
の
な
い
方

受
診
医
療
機
関

人�

間
ド
ッ
ク
、
脳
ド
ッ
ク
▼
福
井
勝
山
総

合
病
院

P�

E
T
‐
C
T
検
査
▼
福
井
大
学
医
学

部
附
属
病
院
ま
た
は
福
井
県
済
生
会

病
院

※�

P
E
T
‐
C
T
検
査
は
一
日
ド
ッ
ク
受

診
後（
別
日
）と
な
り
ま
す
。
単
独
の
申

込
み
は
で
き
ま
せ
ん

申
込
方
法

本
紙
と
同
時
に
配
布
さ
れ
る
チ
ラ
シ
（
申

込
書
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
申

込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

令
和
5
年
3
月
1
日
㈬

※�

申
込
多
数
の
場
合
は
期
限
前
に
締
め

切
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

申
込
先

市
民
課
（
市
役
所
1
階
）、
健
康
体
育
課

（
す
こ
や
か
）、
各
ま
ち
づ
く
り
会
館
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

注
意
事
項

・�

各
コ
ー
ス
の
内
容
は
、
本
誌
と
同
時
に

配
布
さ
れ
る
チ
ラ
シ（
申
込
書
）を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

・�

人
間
ド
ッ
ク
と
市
の
健
康
診
査
は
、
ど

ち
ら
か
一
方
し
か
受
診
で
き
ま
せ
ん

（
脳
ド
ッ
ク
の
み
の
場
合
は
が
ん
検
診

の
受
診
が
可
能
で
す
）。

受
診
日
の
予
約
に
つ
い
て

人
間
ド
ッ
ク
、
脳
ド
ッ
ク
の
受
診
予
約

は
、
市
で
一
括
し
て
行
い
ま
す
。
申
し
込

み
さ
れ
た
方
に
は
、
３
月
下
旬
頃
、
受
診

予
定
日
を
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
込
状
況
に
よ
っ
て
は
、
ご
希
望
月
ど
お

り
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　
勝
山
市
国
保
で
は
、
人
間
ド
ッ
ク
を
実

施
さ
せ
て
い
た
だ
く
際
に
受
診
者
よ
り

収
集
さ
せ
て
い
た
だ
く
健
診
情
報
を
重

要
な
個
人
情
報
と
し
て
捉
え
適
正
に
管

理
し
ま
す
。
ま
た
、
健
診
情
報
は
、
個
人

の
健
康
保
持
・
増
進
の
た
め
に
行
う
特
定

保
健
指
導
、
訪
問
指
導
、
市
全
体
の
統

計
情
報
等
の
目
的
に
の
み
利
用
し
ま
す

の
で
、
同
意
の
う
え
受
診
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
各
種
コ
ー
ス

自己負担額

1万4,100円

1万4,600円

1万6,500円

＋1万1,300円

＋4万2,850円

＋4万5,100円

1万5,700円

福大医学部
附属病院

済生会病院

コース

男性

女性

乳がん検査対象者

脳ドック検査

PET-CT検査
※別日に実施

脳ドック（単独）

追加検査
上記金額
に追加

1
日
人
間
ド
ッ
ク

※�

負
担
額
は
目
安
で
す
。
実
際
の
自
己
負

担
額
は
医
療
機
関
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

市からのお知らせ I n fo r m a t i o n市からのお知らせ I n fo r m a t i o n

国
民
年
金
保
険
料
は
前
納（
ま
と
め
て
前
払
い
）が
お
得
！�

問
市
民
課（
市
役
所
１
階
）☎
88
‐
8
1
0
2 

　
国
民
年
金
保
険
料
は
前
納
（
ま
と
め
て

前
払
い
）
す
る
こ
と
に
よ
り
割
引
さ
れ
ま

す
。

前 

納
方
法
▼
口
座
振
替
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
、
現
金

※�

口
座
振
替
で
の
前
納
は
割
引
額
が
高

く
更
に
お
得
で
す

※�

令
和
5
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
と

そ
れ
ぞ
れ
の
割
引
額
に
つ
い
て
は
、
日

本
年
金
機
構
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い

申 

込
締
切
▼
2
年
分
・
1
年
分
・
6
か

月
上
期
分
（
4
～
9
月
分
）
前
納
の
申

込
み
は
2
月
28
日
㈫
必
着

申 

込
方
法
▼
口
座
振
替
納
付
申
出
書
に

必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
（
金
融
機
関

の
届
出
印
）
の
う
え
、
左
記
ま
で
ご
提

出
く
だ
さ
い

提 

出
先
▼
市
民
課
、
福
井
年
金
事
務
所
、

金
融
機
関

※
申
込
書
は
各
提
出
先
に
あ
り
ま
す

前
納
制
度
利
用
者
で
4
月
か
ら

厚
生
年
金
に
ご
加
入
予
定
の
方
へ

　

以
前
よ
り
前
納
制
度
を
利
用
し
て
い

る
方
で
、
4
月
か
ら
就
職
な
ど
に
よ
り
厚

生
年
金
へ
の
加
入
を
予
定
さ
れ
て
い
る

場
合
、
引
き
続
き
令
和
5
年
度
分
の
保

険
料
が
4
月
末
日
に
引
落
し
さ
れ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
場
合
、
還
付
金
と
し
て
返
還
さ
れ

ま
す
が
、
事
前
に
辞
退
申
出
書
を
提
出

す
る
こ
と
で
引
き
落
と
し
を
止
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

申
請
期
間
▼
２
月
28
日
㈫
ま
で

提 

出
先
▼
市
民
課
、
福
井
年
金
事
務
所

※�

申
請
に
は
通
帳
と
金
融
機
関
の
届
出

印
が
必
要
で
す

日本年金機構 
ホームページ

確
定
申
告
の
相
談
は
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
が
便
利
で
す

�

問
市
民
課（
市
役
所
1
階
）☎
88
‐
8
1
0
1

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
等
で
の
ご
相
談

　

申
告
書
の
作
成
で
お
困
り
の
と
き
は
、

ま
ず
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、「
税
務
相
談
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ

ト
」
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ご
質
問
を
入

力
い
た
だ
け
れ
ば
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た

「
税
務
職
員
ふ
た
ば
」が
お
答
え
し
ま
す
。

　
ま
た
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
の
操
作
に
関

す
る
お
問
い
合
わ
せ
の
多
い
質
問
に
つ
い

て
、
同
コ
ー
ナ
ー
の「
よ
く
あ
る
質
問
」に

掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
不

明
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
ご
覧

く
だ
さ
い
。

申
告
・
納
税
の
期
限

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
・
贈
与
税

　
令
和
５
年
3
月
15
日
㈬
ま
で

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税（
個
人
事
業
者
）

　
令
和
５
年
3
月
31
日
㈮
ま
で

問
大
野
税
務
署�

☎
66
‐
2
1
8
0

税
務
署
申
告
会
場
に
ご
来
場
を

検
討
さ
れ
て
い
る
方
へ

入
場
整
理
券
が
必
要
で
す

��

混
雑
緩
和
の
た
め
、
確
定
申
告
会
場
へ

の
入
場
に
は
「
入
場
整
理
券
」
が
必
要
で

す
。
整
理
券
は
当
日
、
税
務
署
で
配
付
す

る
ほ
か
、
国
税
庁
L
I
N
E
公
式
ア
カ
ウ

ン
ト
か
ら
事
前
発
行
も
し
て
い
ま
す
。

※ 

入
場
整
理
券
の
配
付
状
況
に
応
じ
て
、

後
日
の
来
場
を
お
願
い
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す

市
の
申
告
会
場
で
確
定
申
告
を

予
定
さ
れ
て
い
る
方
へ

　
税
務
署
か
ら
の
「
確
定
申
告
の
お
知
ら

せ
」は
が
き
ま
た
は「
電
子
申
告
・
納
税
等

に
係
る
利
用
者
識
別
番
号
等
の
通
知
書
」

を
お
持
ち
の
方
は
、
申
告
時
に
ご
持
参
く

だ
さ
い

国税庁ホームページ
チャットボット 

（ふたば）に質問する

入場整理券の
オンライン事前
発行はこちら
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市からのお知らせI n fo r m a t i o n市民の広場
C o m m u n i c a t i o n

※イベントなどに参加される際は、マスクを着用するなど感染症対策に努めてください
※感染状況によっては、イベントなどが中止・日程変更になる場合があります

お知らせ・イベント
家族に気持ちを
伝えよう作品展示

時2月17日㈮まで�午前8時30分～
午後9時（17日は正午まで）所教育
会館ロビー内夏休みに小中学生と
その家族がやりとりした手紙の展
示
問 青少年育成勝山市民会議事務局

（教育委員会事務局内）
☎87-0101

明るい選挙啓発
ポスター・標語作品展

時2月17日㈮～ 26日㈰午前10時
～午後5時 所 図書館2階ギャラ
リー
問 総務課　☎88-1116

悩みごと総合相談日（無料）
時3月4日㈯午後1時～ 4時所奥越
健康福祉センター内専門家による
個別相談（心の病気や人間関係・
家族関係、離婚、DV問題、法律
に関することなど）対どなたでも
（お1人約50分）締2月24日㈮
申・問 奥越健康福祉センター
☎66-2076

確定申告の農業相談日
　申告会場に農協職員が常駐し、
農業収支内訳書や準備表の作成を
支援します。すでに収支内訳書や
準備表の作成が完了している方
は、申告期間中の平日でも確定申
告が可能です。
時3月5日㈰午前9時～ 11時、午
後1時～ 3時（開場・整理券配布は
午前8時30分～）所教育会館3階
（受付は1階）
※当日は休日相談も兼ねています
（受付は午後3時30分まで）
※�農業所得税務相談会が、新型コ
ロナウイルスの感染状況によっ
て中止となった場合は、税務署
での確定申告やe-TAXをご利用
ください

問 市民課　☎88-8101
（農業相談は問 JA福井県奥越基幹
支店☎65-1250）

中国茶と中国結び体験
時3月5日㈰午後1時30分～ 3時30
分所教育会館けやきの間内中国語
クイズ、中国茶体験、中国結び体
験（アクセサリー作り）
定20人 費100円 締2
月13日㈪～ 28日㈫
問 勝山市日中友好協会
☎88-1115

中部縦貫自動車道�
大野油坂道路開通記念�
ハイウェイウォーク

時3月18日㈯午前9時30分～午後
1時所大野IC→荒島IC間（5.5km）
定1,000人（先着順）費無料締2月
13日㈪～ 3月10日㈮
申・問 中部縦貫自動車
道大野油坂道路開通記
念イベント実行委員会
☎0776-20-0475

編
集
後
記

㈱ 勝 山 工 機

㈲ 横 山テクノ

㈲豊　　　林

松 山 設 備

㈲丸山工務店

㈲鷲田金物住設

勝 山 商 事 ㈱

小 場 設 備

㈱シマキ工業

㈱ 相 互 設 備

㈲ 勝 山 管 工

日通プロパン勝山販売所

吉 田 屋 本 店

㈲ 林 設 備

㈲山本鉄工所

大 和 興 業 ㈱

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

☎

大北久保建設㈱

㈲川島鉄工所

フ ジ タ 住 設

大野衛生設備㈱

山 二 工 業 ㈱

松 山 建 設 ㈱

☎

☎

☎

☎

☎

☎

88-0143

87-2232

88-0612

87-2476

88-4733

88-0318

88-2111

89-1843

88-0111

87-1775

89-2231

88-0782

88-0758

87-0537

88-0572

88-2167

87-1580

88-0401

87-0980

65-5600

65-5231

89-2004

私たちは
勝山市
下水道工事
店組合です

私たちは
勝山市
下水道工事
店組合です

下水道への接続、水まわりのリフォーム等は、私達におまかせください下水道への接続、水まわりのリフォーム等は、私達におまかせください

申し込みは
こちら

詳細はこちら

ご
加
入
く
だ
さ
い　

交
通
災
害
共
済

�

問
市
民
課（
市
役
所
1
階
）☎
88
‐
8
1
0
4

　

令
和
５
年
度
交
通
災
害
共
済
の
加
入

申
し
込
み
が
始
ま
り
ま
す
。

　
交
通
災
害
共
済
は
、
共
済
加
入
者
が
交

通
事
故
に
あ
っ
た
際
に
見
舞
金
を
支
払

う
制
度
で
す
。

加
入
資
格

申
込
時
、
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
方

共
済
掛
金

年
額
５
０
０
円

共
済
期
間

令
和
５
年
４
月
１
日
～
令
和
６
年
３
月

31
日

※�

４
月
１
日
以
降
に
加
入
の
場
合
は
、
掛

金
納
入
の
翌
日
か
ら
開
始

保
険
対
象

交
通
機
関
（
自
動
車
、
バ
イ
ク
、
自
転
車

な
ど
）
の
運
行
に
伴
う
接
触
、
衝
突
、
転

落
な
ど
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
傷

申
込
場
所　

・
勝
山
市
役
所
市
民
課�（
通
年
受
付
）

・�

福
井
銀
行
勝
山
支
店

	

（
10
月
末
ま
で
受
付
）

・
越
前
信
用
金
庫
各
支
店

・
福
井
県
農
業
協
同
組
合
市
内
各
支
店

・
北
陸
銀
行
勝
山
支
店

・�

福
邦
銀
行
勝
山
支
店

	

（
３
月
末
ま
で
受
付
）

加
入
申
込
書
（
ハ
ガ
キ
）
は
２
月
下
旬
ま

で
に
各
世
帯
へ
郵
送
し
ま
す
。
ハ
ガ
キ
が

届
い
た
日
か
ら
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
全
戸
配
布
さ
れ
ま
す
交
通

災
害
共
済
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

電
気
火
災
に
気
を
つ
け
て

問
消
防
署
☎
88
‐
０
４
０
０

　

コ
ン
セ
ン
ト
と
プ
ラ
グ
の
間
に
溜

ま
っ
た
ホ
コ
リ
が
湿
気
を
帯
び
る
こ
と

で
、
通
電
し
て
い
る
電
気
に
よ
っ
て
発
火

し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
火

災
を
、ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
火
災
と
い
い
ま
す
。

た
と
え
、
電
源
が
O
F
F
状
態
で
電
気
製

品
を
使
用
し
て
い
な
く
て
も
、
コ
ン
セ
ン

ト
に
プ
ラ
グ
が
差
さ
っ
て
い
る
だ
け
で
発

生
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

トラッキング対策トラッキング対策
 » 使っていない電気器具のコード（プラグ）は、コ
ンセントから抜く

 » コンセント周りを 
こまめに掃除する

 » たこ足配線は止める

　
3
年
ぶ
り
の「
勝
山
年
の
市
」は
、

た
く
さ
ん
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

　
今
月
は
「
勝
山
左
義
長
ま
つ
り
」

で
す
。
関
わ
る
全
て
の
人
た
ち
に

は
、
心
か
ら
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。	

（
M
）

　

近
代
勝
山
の
繊
維
の
歴
史
や
若

手
経
営
者
の
皆
さ
ん
の
繊
維
へ
の

思
い
を
伺
う
と
、
あ
ら
た
め
て
勝

山
市
は
繊
維
の
産
地
だ
と
実
感
し

ま
し
た
。
再
度
、
ゆ
め
お
ー
れ
勝

山
を
じ
っ
く
り
見
学
し
よ
う
と
思

い
ま
す
。	

（
S
）
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